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まち協だより

 

　

学
区
内
活
動
の
共
通
化
目
指
し

 

　
　
　

志
津
地
区
ま
ち
協
か
ら
脱
退
決
め
る

追
分
４
町
内
会
が
志
津
南
ま
ち
協
加
入
申
し
入
れ

第２回理事会（平成 25 年 5 月 2 日）

① 各団体の活動費の執行について、次の通

り決定した。

1) 「活動単位」で予算を超過する場合、

各団体の年間総予算の範囲内で流用

ができる。

2) 「各団体の総予算」を超えて活動を実

施する必要が生じた場合は、事前に

本部の承認を得る。金額によっては、

理事会の承認も得る必要がある。

② まちづくり協議会の最高議決機関は総

会で、理事会は総会に次ぐ議決機関であ

り、執行機関・調整機関でもあること。

構成員である理事は、議決・執行・調整

の権利と権限が与えられているととも

に、大きな義務と責任を負っていること

が、会長から伝えられた。

③ 町内会の役員は輪番制であるが、各町内

会の会則には、役員選定にあたっては諸

事情に配慮するような規定がある。しか

し、その実効性には疑問があり、不

安を抱いている方、転居を考えてい

る方もいる。そこで、「町内会長会」

というような会議体を設けて、対策

を協議してもらうこととした。

地
域
の
資
源
回
収

６
月
16
日
・
７
月
７
日

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

６
月
23
日
・
７
月
14
日

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で

可
）

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

　

第
16
回
志
津
南
地
区
ふ
れ
あ

い
夏
ま
つ
り
は
７
月
27
日
（
土
）

午
後
５
時
か
ら
若
草
中
央
児
童

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

７
月
27
日
に
夏
ま
つ
り

　

志
津
南
小
学
校
区
に
あ
る
追

分
南
、
か
が
や
き
の
丘
、
コ
ー

ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
追
分
鴨
田
の

４
町
内
会
が
５
月
24
日
、
志
津

南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ

の
加
入
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
志
津
南
ま

ち
協
は
、
住
民
の
意
見
も
聞
い

た
上
、
協
議
、
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

飛
島
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
の
入
居

が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
58
年
12

月
、
以
来
29
年
半
が
経
ち
ま
す
。

　

昭
和
59
年
度
に
志
津
小
学
校

区
の
一
町
内
会
と
し
て
「
若
草

町
内
会
」
が
発
足
し
、「
志
津

学
区
自
治
連
合
会
」
に
加
入
し

ま
し
た
。
昭
和
62
年
度
に
は
志

津
南
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た

が
、「
若
草
町
内
会
」
は
志
津

小
学
校
区
の
一
町
内
会
の
ま
ま

で
し
た
。

　

昭
和
62
年
度
か
ら
「
若
草
町

内
会
」
を
順
次
分
町
し
、
各
丁

目
ご
と
に
町
内
会
が
設
立
さ

れ
、「
若
草
町
内
会
」
は
、
８

つ
の
町
内
会
で
構
成
す
る
「
若

草
自
治
会
」
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
「
志
津
学

区
自
治
連
合
会
」
を
構
成
す
る

一
町
内
会
で
し
た
。

　

平
成
９
年
に
志
津
南
公
民
館

が
完
成
し
た
こ
と
を
契
機
に
平

成
10
年
度
に
「
若
草
一
～
八
丁

目
町
内
会
」
に
、
岡
本
町
町
内

会
か
ら
分
町
し
た
「
岡
本
町
西

町
内
会
」
を
加
え
、
９
つ
の
町

内
会
で
構
成
す
る
「
志
津
南
学

区
自
治
連
合
会
」
と
し
て
、
志

津
学
区
自
治
連
合
会
か
ら
分
離

独
立
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
17
年
度
に
通

学
区
域
が
変
更
さ
れ
、
追
分
町

の
一
部
の
地
域
が
志
津
南
小
学

校
の
通
学
区
域
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
追
分
町
の
一

部
の
地
域
は
、
通
学
は
志
津
南

小
学
校
で
も
、
地
域
活
動
は
志

津
地
区
に
所
属
す
る
と
い
う
形

と
な
り
、「
小
学
校
区
（
学
区
）」

と
「
地
区
」
が
異
な
る
状
況
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
小
学
校

区
（
学
区
）」
と
「
地
区
」
の

二
重
性
に
よ
り
、
志
津
南
小
学

校
区
に
組
み
込
ま
れ
た
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
各
種
行

事
な
ど
で
好
ま
し
く
な
い
状
況

が
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
通
学
区
域
の
変

更
に
伴
い
、
志
津
南
学
区
自
治

連
合
会
は
「
志
津
南
地
区
自
治

連
合
会
と
改
称
、
現
在
の
「
志

津
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
追
分
町
は
平
成
24
年

11
月
に
、
志
津
小
学
校
区
に
属

す
る
地
域
の
町
名
が
、
追
分
一

～
八
丁
目
に
変
更
さ
れ
、
平
成

25
年
11
月
に
は
、
志
津
南
小
学

校
区
に
属
す
る
地
域
の
町
名
が

追
分
南
一
～
九
丁
目
に
変
更
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

追
分
町
町
内
会
で
は
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
４

月
７
日
の
総
会
で
今
年
度
末
で

「
追
分
南
町
内
会
」
を
分
町
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

志
津
南
小
学
校
区
に
属
す
る

地
域
に
は
、
こ
の
他
に
「
か
が

や
き
の
丘
町
内
会
」「
コ
ー
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
自
治
会
」「
追
分
鴨

田
町
内
会
」
が
あ
り
ま
す
。「
追

分
南
町
内
会
」
が
分
町
さ
れ
る

こ
と
で
、「
小
学
校
区
（
学
区
）」

と
「
地
区
」
が
異
な
る
状
況
が

解
消
さ
れ
る
条
件
が
整
う
こ
と

を
契
機
に
、
今
年
５
月
14
日
に

４
町
内
会
の
代
表
者
に
よ
る
協

議
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
度
末

で
「
志
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
か
ら
脱
退
し
、
平
成
26

年
度
か
ら
「
志
津
南
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
に
加
入
を
申

し
入
れ
る
こ
と
で
合
意
、
正
式

に
加
入
を
申
し
入
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
こ
の
と
き
の
４
町
内

会
の
代
表
者
の
主
な
意
見
は
次

の
通
り
で
す
。

　

追
分
南　

通
学
区
域
の
問
題

は
、
地
域
の
大
き
な
問
題
と
し

て
残
っ
て
き
た
。
こ
の
問
題
を

解
決
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
る
今
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

か
が
や
き
の
丘　

通
学
区
域

問
題
は
、
町
内
会
活
動
に
も

様
々
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

か
が
や
き
の
丘
は
、
町
内
会
設

立
当
初
よ
り
志
津
南
へ
の
編
入

を
見
据
え
た
ス
タ
ン
ス
で
志
津

と
も
関
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で

志
津
南
へ
の
編
入
は
賛
成
。

　

コ
ー
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
追
分

　
　

鴨
田　

以
前
か
ら
、
通
学

区
域
と
地
域
の
矛
盾
を
感
じ
て

い
た
。
志
津
南
に
編
入
す
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
は
今
だ
と
思
う
。

追分南

か
が
や
き
の
丘

コ
ー
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン

か
が
や
き
通
り

新幹線

追分鴨田
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新
一
年
生
歓
迎
会

若
寿
会
が
バ
ス
旅
行

子
ど
も
会
が
資
源
回
収

　
　

 
70
㌫
が
「
い
ず
れ
利
用
」
と
回
答

　

社
協
の
送
迎
ア
ン
ケ
ー
ト

社協がバザー開催

　

若
寿
会
恒
例
の
春
の
バ
ス
旅

行
が
５
月
13
日
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
初
夏
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
を

出
発
、
竜
王
町
の
道
の
駅
「
か

が
み
の
里
」、「
ブ
ル
ー
メ
の

丘
」、「
愛
東
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

元
気
な
女
性
陣
は
行
く
先
々

　

志
津
南
地
区

子
ど
も
会
は
５

月
11
日
、
志
津

南

市

民

セ

ン

タ
ー
で
新
入
生

歓
迎
会
を
行
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

当
日
は
あ
い

に
く
の
雨
に
も

関
わ
ら
ず
、
一

年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
総
勢
74

人
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

芝
井
早
紀
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
一
年
生
が
自
己
紹
介
。

一
人
ず
つ
自
分
の
名
前
と
好
き

な
食
べ
物
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
恥
ず
か
し
げ
に
話
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
学
年
混
合
の
四

つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
風
船
は

さ
み
ゲ
ー
ム
、
麦
わ
ら
ぼ
う
し

飛
ば
し
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
賞

品
を
め
ざ
し
て
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

普
段
学
校
で
は
話
を
す
る
機

会
の
な
い
他
学
年
と
も
友
達
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
集

ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
帰
り
に

は
全
員
お
土
産
を
も
ら
い
笑
顔

で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
は
５
月
19
日
と
26

日
の
両
日
、
午
前
９
時
か
ら
約

１
時
間
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

資
源
回
収
作
業
を
行
い
、
両
日

合
わ
せ
て
58
人
が
参
加
し
ま
し

た
＝
写
真
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
子
ど
も
た

ち
は
み
ん
な
で
カ
ー
ト
を
持
っ

て
、
汗
だ
く
で
一
生
懸
命
回
収

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に「
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
す
ま

す
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
が
困
っ
て

い
る
と
、
高
学
年
の
子
ど
も
た

ち
が
優
し
く
声
を
か
け
て
手
伝

う
な
ど
、
と
て
も
頼
も
し
く
見

え
ま
し
た
。
資
源
回
収
終
了

後
は
若
草
中
央
公
園
に
集
合
、

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

回
収
作
業
が
終
わ
っ
た
あ

と
、
６
月
９
日(

日)

に
野
村

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
る
草
津

市
民
ス
ポ
レ
ク
の
大
な
わ
と

び
・
大
玉
リ
レ
ー
の
練
習
を
し

ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
小
野
栄
祐
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
地
域
支
え
あ
い
活
動
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
チ
ョ
ッ
ト
そ
こ
ま
で
お
出
か

け
送
迎
支
援
」
に
つ
い
て
、
住

民
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
３
９
９
通
の
回
答
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
回
答
率
は
42
㌫

で
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
現
時

点
で
送
迎
支
援
の
利
用
希
望
者

は
20
人
（
回
答
者
の
５
㌫
）
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は
出
か
け

る
こ
と
に
不
自
由
を
感
じ
て
お

ら
れ
ま
す
。
利
用
頻
度
は
「
週

１
回
」
か
ら
「
必
要
の
都
度
」

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

「
利
用
し
よ
う
と
は
思
わ
な

い
」
の
90
人
（
同
22
㌫
）
に
対

し
て
、
今
は
必
要
な
い
が
、
い

ず
れ
は
利
用
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
が
２
８
２
人
（
同
70
㌫
）

お
ら
れ
ま
す
。

　

送
迎
希
望
先
は
病
院
が
最
も

多
く
、
次
い
で
ス
ー
パ
ー
、
近

所
の
施
設
な
ど
公
共
交
通
機
関

の
な
い
と
こ
ろ
へ
の
送
迎
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
心
強
い
取
り
組
み
で

あ
る
」「
年
を
取
れ
ば
き
っ
と

必
要
に
な
る
」「
あ
れ
ば
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
」
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
各
ご
家
庭
に
配

で
土
産
物
を
買
い
、
帰
り
に
は

両
手
に
荷
物
の
方
も
。　
　
　

　

か
が
み
の
里
で
は
と
く
に
野

菜
類
が
好
評
、
た
け
の
こ
は
小

さ
な
も
の
は
３
～
４
本
入
っ
て

２
０
０
円
ほ
ど
。

　

次
の
ブ
ル
ー
メ
の
丘
は
、

あ
い
に
く
、
花
の
端
境
期
で

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
終
わ
り
、
薔

薇
に
は
早
く
残
念
で
し
た
。

　

最
後
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
メ
ロ
ン
が
有
名

で
何
人
か
が
メ
ロ
ン
を
手
に
車

中
に
。

　

こ
の
旅
行
参
加
費
が
知
り
た

い
方
に
こ
っ
そ
り
。
な
ん
と

２
０
０
０
円
。
バ
ス
旅
行
は
秋

に
も
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

60
過
ぎ
た
ら
若
寿
会
、
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
先
は
鈴
木
＝
（
５
６
４
）

４
２
２
４
ま
で

　社会福祉協議会主催のバザーが５月 19 日、

ふれあいハウス絆（第六集会所）で開かれまし

た＝写真。

　以前は小学校などで毎年開かれていました

が、久しぶりのバザーでした。

　進物用のタオル等の日用品、子ども向けの遊

具や古着、野菜などが町内の方々のご厚意で提

供されました。

　当日は朝からテントも設置され、若草六丁目

の児童遊園とふれあいハウス絆の２階とがバ

ザー会場となりました。

　野菜、衣類、遊具、日用品、食器のコーナー

に分かれ、開催時間の 12 時からは途切れるこ

となく訪れる人がありました。シールやキーホ

ルダーなどが３個 10 円で並び、遊具コーナー

や石けんや入浴剤、少し高めのタオル類が破格

の値段の日用品コーナーは人気がありました。

　買い物をしたあと、ハウス１階の喫茶コー

ナーでコーヒー等を飲みながらのおしゃべりす

る人で賑わっていました。

　今回のバザーの売上金約３万２千円は草津市

社会福祉協議会を通じ、震災義援金として寄付

されました。

　ハウスでは今後もバザーなど新たな試みを計

画しています。

布
し
た
「
地
域
支
え
あ
い
活
動

推
進
の
調
査
」
結
果
報
告
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
、
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ど
に
つ
い
て

は
市
と
協
働
で
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

「
泉
」
が
水
郷
巡

り
バ
ス
ツ
ア
ー

（3） 第１１８号

　

グ
ル
ー
プ
「
泉
」

ふれあい昼食会でウデをふるう

泉のメンバー

第
１
回
名
画
鑑
賞
会

和
船
の
中
で
弁
当
に
舌
鼓

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
泉
」
は
20
数
年
前
、
住
民
同

士
の
交
流
を
深
め
友
達
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
第
３
集
会
所
を
拠

点
に
し
て
20
数
人
が
集
ま
り
グ

ル
ー
プ
（
松
本
孝
子
代
表
＝
当

時
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
青
山
地
区
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
も
い
て
活
動
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
桐
生
園
へ
月
に

１
度
の
訪
問
、
ま
た
福
祉
施
設

む
つ
み
園
で
縫
物
作
業
、
そ
し

て
第
７
集
会
所
で
の
さ
さ
や
か

な
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
や
、
ふ
れ

あ
い
お
茶
会
な
ど
充
実
し
た
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
は
青
山
、

若
草
と
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
若

草
は
11
人
（
藤
田
清
子
代
表
）

で
新
た
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
主
な
活
動

は
▽
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
＝
毎
月

第
１
金
曜
日
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
実
施
。
お
独
り
暮
ら
し
・
昼

間
お
独
り
の
高
齢
者
の
方
々
約

35
人
に
案
内
状
を
届
け
招
い
て

い
ま
す
。
献
立
は
季
節
感
を
取

り
入
れ
温
か
い
お
食
事
と
温
か

い
心
の
も
て
な
し
を
し
よ
う
と

開
催
日
に
は
、
参
加
者
と
笑
顔

の
再
会
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
＝
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
参
加
者
を
対
象

に
郊
外
研
修
を
実
施
、
近
郊
の

歴
史
や
小
説
の
舞
台
を
訪
ね
て

い
ま
す
。
春
と
秋
の
年
２
回
、

市
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
て
出
か

け
て
い
ま
す
。
26
回
目
と
な
っ

た
、
こ
の
５
月
に
は
近
江
八
幡

水
郷
め
ぐ
り
に
出
か
け
新
緑
の

ヨ
シ
の
原
に
大
変
喜
ん
で
下
さ

い
ま
し
た
。

　

両
事
業
は
高
齢
者
の
孤
独
感

の
解
消
に
、
ま
た
友
達
づ
く
り
、

何
よ
り
も
和
や
か
に
会
話
も
弾

む
よ
う
交
流
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

▽
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
＝
毎
年

秋
（
11
月
。
日
時
は
未
定
）
に

市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
お
い

し
い
お
菓
子
を
添
え
、
お
抹
茶

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

み
な
さ
ん
に
は
回
覧
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
福
祉
施
設
む
つ
み

園
の
秋
ま
つ
り
に
参
加
し
バ
ザ

ー
の
お
手
伝
い
。
ま
た
志
津
南

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
催

し
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
泉
」
は
地
区
健
康
推
進

員
さ
ん
、
民
生
委
員
さ
ん
た
ち

の
協
力
を
得
て
、
継
続
が
大
切

と
の
思
い
か
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
泉
が
湧
く
が
ご
と
く
」
地

域
が
心
豊
か
に
な
る
よ
う
願
い

楽
し
く
無
理
を
せ
ず
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
は
自
分

の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
ど
う
か
お
力
を
ち

ょ
っ
と
貸
し
て
下
さ
い
。
い
つ

で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【

連

絡

先

】

藤

田

清

子

（
５
６
７
）
３
６
３
３

　

志
津
南
地
区
社
協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
（
藤
田
清

子
代
表
）
は
５
月
10
日
、
お
独

り
暮
ら
し
、
昼
間
お
独
り
の
方

た
ち
と
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

曇
り
空
を
吹
き
飛
ば
さ
ん
ば

か
り
の
笑
顔
の
参
加
者
36
人
乗

せ
大
型
観
光
バ
ス
で
近
江
八
幡

水
郷
巡
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

湖
周
道
路
を
走
る
バ
ス
の
窓

か
ら
琵
琶
湖
の
対
岸
、
湖
西
方

面
の
比
叡
山
、
比
良
連
峰
を

遠
望
し
て
い
る
う
ち
に
西
国

三
十
三
所
札
所
三
十
一
番
の
長

命
寺
ふ
も
と
び
わ
湖
観
光
汽
船

の
船
乗
り
場
に
到
着
。
早
速
３

隻
の
貸
切
船
に
乗
船
し
ま
し

た
。

　

エ
ン
ジ
ン
音
も
軽
く
ヨ
シ
群

生
地
を
め
ざ
し
長
命
寺
川
を
進

み
な
が
ら
船
頭
さ
ん
は
「
私
は

沖
島
か
ら
応
援
に
来
ま
し
た
。

昔
、
沖
島
は
神
の
島
で
人
は
住

ん
で
い
な
か
っ
た
が
平
家
に
追

わ
れ
た
近
江
源
氏
の
落
ち
武
者

が
住
み
着
き
島
民
は
そ
の
子
孫

が
多
い
」
と
１
１
５
０
年
ご
ろ

の
歴
史
も
話
し
て
下
さ
っ
た
。

　

ほ
ど
な
く
水
門
に
。
こ
の
水

門
は
琵
琶
湖
の
水
位
が
30
㌢
で

開
閉
作
動
さ
れ
る
と
か
。
な
ん

な
く
水
門
を
く
ぐ
り
い
よ
い
よ

西
の
湖
へ
。
両
岸
は
水
面
か
ら

青
々
と
50
～
60
㌢
に
伸
び
て
き

た
ヨ
シ
の
群
生
地
に
入
り
ま
し

た
。
ヨ
シ
の
葉
の
に
お
い
を
感

じ
る
ほ
ど
近
い
細
い
水
路
を
走

る
中
、
葉
先
に
ヨ
シ
キ
リ
が
ゆ

ら
り
。
湖
面
に
は
カ
イ
ツ
ブ
リ

が
船
が
作
る
波
に
ゆ
っ
た
り
と

浮
か
ぶ
様
子
を
見
な
が
ら
船
中

で
お
弁
当
に
舌
鼓
で
す
。

　

ヨ
シ
は
７
、
８
月
ご
ろ
に
は

２
～
３
㍍
に
も
な
り
、
良
質
の

も
の
は
夏
座
敷
の
建
具
に
、
並

み
は
簾
と
か
。
広
い
沖
合
に
進

み
ま
す
と
淡
水
真
珠
の
母
貝
養

殖
場
筏
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

八
幡
山
、
は
る
か
安
土
山
を
望

み
つ
つ
、
ヨ
シ
に
囲
ま
れ
静
ま

り
返
っ
た
湖
上
に
は
遊
覧
船
が

浮
か
ぶ
の
み
、
原
風
景
の
こ
と

ば
が
浮
か
び
ま
す
。
水
質
浄
化

の
は
た
ら
き
を
持
つ
ヨ
シ
の
原

の
自
然
を
ゆ
っ
た
り
味
わ
っ
て

約
１
時
間
の
遊
覧
は
終
了
。
午

後
は
草
津
烏
丸
半
島
の
道
の
駅

で
買
い
物
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
で
ウ
デ
を
ふ
る

う
「
泉
」
の
メ
ン
バ
ー

　

志
津
南
体
育
振
興
委
員
会
は

５
月
25
日
、
志
津
南
小
学
校
体

育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

数
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
あ
る
中
か
ら
、
今
年
は
東
近

江
市
で
生
ま
れ
た
「
ネ
ッ
ト
で

ポ
ン
ポ
イ
」
競
技
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
を

利
用
し
、
２
本
の
棒
の
間
に
ネ
ッ

ト
を
張
っ
た
用
具
を
用
い
て
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ト
間
で
返

し
あ
う
競
技
で
す
。

　

フ
リ
ー
参
加
の
20
人
と
体
振

委
員
合
わ
せ
て
約
40
人
に
よ
り
、

競
技
内
容
・
ル
ー
ル
の
紹
介
と
、

練
習
に
続
い
て
、
当
初
の
予
定

に
は
な
か
っ
た
フ
リ
ー
参
加
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
の
対
抗

試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
を
し
て
い
る
う
ち
に
用

具
の
扱
い
に
も
慣
れ
、
だ
ん
だ

ん
と
白
熱
し
た
試
合
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、

適
度
な
運
動
で
楽
し
く
時
間
を

過
ご
し
て
頂
け
た
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま

り
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
は
５

月
29
日
、
高
齢
者
等
の
社
会
参

加
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
高
齢
者
等
つ
ど
い
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
第
１
回
名
画

鑑
賞
会
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開

催
、
往
年
の
名
作
「
愛
染
か
つ

ら
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

田
中
絹
代
の
演
じ
る
看
護
師

高
石
か
つ
枝
と
、
上
原
謙
演
じ

る
医
師
津
村
浩
三
の
純
愛
物
語

で
す
。
田
中
絹
代
の
可
憐
さ
、

上
原
謙
の
華
や
か
さ
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
い
き
い
き
と
蘇
り
ま

し
た
。
花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て

…
で
始
ま
る
有
名
な
主
題
歌
が

流
れ
る
と
、
知
ら
ず
し
ら
ず
一

緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
23
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
青
春
時
代
を
思
い
出

し
た
」「
現
在
に
も
通
じ
る
名

作
」「
感
動
し
た
」「
上
映
当
時

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
や
っ

と
見
ら
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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こよみ

　
　
　

野
菜
の
味

　

上
桐
生
で
自
然
を
楽
し
む

健
推
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
 

や
す
ら
ぎ
学
級
が
開
講

　

先
日
「
野
草
を
食
べ
る
会
」

と
い
う
企
画
に
参
加
し
、
栗
東

の
田
園
地
帯
や
川
べ
り
を
散
策

し
ま
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
お
母

さ
ん
、
子
ど
も
、
若
者
、
年
配

の
方
、
総
勢
約
30
人
で
ワ
イ
ワ

イ
出
発
し
ま
し
た
。
吹
く
風
も

さ
わ
や
か
で
、
水
を
は
っ
た
田

ん
ぼ
か
ら
は
蛙
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
川
べ
り
で
カ
ラ
ス
ノ
エ

ン
ド
ウ
と
イ
タ
ド
リ
を
摘
み
ま

し
た
。
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
は

ミ
ニ
エ
ン
ド
ウ
豆
の
よ
う
な
姿

で
紫
の
花
が
咲
き
ま
す
。
天
ぷ

ら
に
す
る
と
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

　

イ
タ
ド
リ
は
葉
っ
ぱ
と
細
長

い
茎
の
植
物
で
、
茎
の
皮
を
む

い
て
か
じ
る
と
、
酸
っ
ぱ
い
味

が
し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
小

学
校
の
帰
り
に
摘
ん
で
食
べ
た

懐
か
し
い
味
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
タ
ン
ポ
ポ
は
サ
ラ
ダ

に
、
椿
の
花
は
天
ぷ
ら
に
、
と

摘
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
「
お
花
食
べ
る

ん
？
ま
ま
ご
と
み
た
い
な
ご
は

ん
や
な
ー
」
と
言
っ
た
の
が
お

か
し
か
っ
た
で
す
。

　

旬
に
合
わ
せ
て
採
っ
て
食
べ

る
の
は
食
事
の
本
来
の
姿
で

す
。
ど
ん
な
野
菜
も
年
中
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
軽
に

買
え
て
し
ま
う
の
で
、つ
い
「
旬

の
味
」
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
す
。

　

何
気
な
く
通
る
道
や
駐
車
場

の
片
隅
に
も
野
草
の
お
か
げ
で

小
さ
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
自
然
の
あ
り
が
た

さ
、
季
節
の
変
化
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ｓ
）

□ 6月 15 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　8：15　若草中央公園集合

□ 6月 22 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30 ～

□ 6月 25 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 6月 26 日（水）

　★やすらぎ学級

　　13：30 ～ 17：00

□ 7月 5 日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

□ 7月 6 日（土）

　☆健康ウォーキング

　　　8：15　若草中央公園集合　

□ 7月 7 日（日）

　☆町内一斉清掃

　　　8：30 ～

□ 7月 9 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

　

平
成
25
年
度
「
志
津
南
や
す

ら
ぎ
学
級
」
の
開
講
式
が
５
月

24
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
に
第
一
回
講

座(

公
開
講
座)

が
開
か
れ
、

41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
阪
ガ
ス
福
祉
財
団
の
協

力
に
よ
り
音
楽
療
法
グ
ル
ー

プ
「
ア
ン
・
デ
ィ
・
ム
ジ
ー

ク
」
代
表
の
山
田
由
紀
子
さ
ん

が
「
う
た
広
場
」
と
題
し
、
参

加
者
と
と
も
に
楽
器
を
鳴
ら
し

た
り
、
手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
体

操
を
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

ま
た
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓
や
マ

ラ
カ
ス
、
鳴
子
な
ど
、
様
々
な

国
の
楽
器
を
手
に
、
最
初
は
唱

歌
や
「
野
ば
ら
」
を
合
唱
、
演

奏
。
場
も
活
気
を
帯
び
た
と
こ

ろ
で
、「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
を

各
楽
器
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

演
奏
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
よ
う
な
楽
器
、
チ
ャ
イ
ム
を

使
い
「
知
床
旅
情
」
を
18
人
で

演
奏
、
ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

続
い
て
手
軽
に
出
来
る
手
ぬ

ぐ
い
体
操
を
し
て
、
普
段
あ
ま

り
し
な
い
上
腕
を
使
っ
た
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
で
「
里
の
秋
」

と
「
い
つ
で
も
夢
を
」
を
歌
い
、

最
後
に
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う

な
ら
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

笑
い
、
歌
い
、
演
奏
し
、
体

　

志
津
南
地
区
地
域
協
働
合
校

事
業
「
上
桐
生
で
自
然
を
楽
し

も
う
！
」
が
５
月
25
日
、
同
地

で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
26
人

と
保
護
者
６
人
、
健
康
推
進
員

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
自
然
大
学
校

「
京
と
お
お
み
自
然
文
化
ク
ラ

ブ
」
か
ら
３
人
の
講
師
を
招
き
、

大
津
市
の
「
桐
生
若
人
の
広
場
」

か
ら
散
策
に
出
発
。
逆
さ
観
音

を
見
て
、
た
ま
み
ず
き
の
道
で

は
木
の
名
前
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
、
木
に
聴
診
器
を
当
て
た

り
、
葉
っ
ぱ
を
虫
眼
鏡
で
覗
い

た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し

ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
健
康
推
進
員
連
絡

協
議
会
の
「
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
と
合
流
し
、
豚
汁
を

一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
指
体
操
・
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
と

を
動
か
し
参
加
者
は
心
と
体
を

元
気
に
す
る
楽
し
い
時
間
を
す

ご
し
ま
し
た
。

別
れ
た
後
は
、
講
師
の
指
導
に

よ
る
工
作
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
木
片
に
メ
ロ
ン
の
種
な

ど
を
貼
っ
て
色
つ
け
を
し
た
ペ

ン
ダ
ン
ト
や
、
ど
ん
ぐ
り
に
顔

を
書
い
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
で
取
り
組
み
な
が
ら
一
人
３

つ
、
４
つ
と
作
品
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
５
月
25
日
、
は
つ

ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

参
加
者
25
人
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
を
出
発
、
桐
生
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
「
た
ま
み
ず
き
の
道
」

へ
約
２
時
間
半
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
現
地
で
地
域
協
働
合

校
の
子
ど
も
達
と
合
流
し
、
市

民
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
て
持
参
し

た
豚
汁
を
一
緒
に
食
べ
た
り
、

「
指
あ
そ
び
」
や
「
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
」
を
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。
い
つ
も
の
参
加
の
方
か

ら
は
「
ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
」。

　

ま
た
、
初
め
て
参
加
の
方

は
「
２
万
歩
も
歩
け
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
次
の
秋
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
前
の
快
晴
の
日
、
鮮
や

か
な
新
緑
が
目
に
し
み
、
さ
わ

や
か
な
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
た
一
日
で
し
た
。


